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総合領域編
１実践例－６年一
２単元名役立ち隊意識改革
３単元目標・体に障害を持っている人や環境保全に取り組む人との交流などを通して、夢を
持って生きる尊さを知るとともに、人に役立つことの意義を自分なりに見つめ
直し、学級プランの活動計画を立てることができる。
４指導にあたって
(1)総合プランについて
本学級プランのテーマは「『役立つ』とはどういうことかを考える」ことである。わたしたち
は、世界の中で様々な人たちと、また地球上で多くの命と共に生きている。この様な観点に立っ
た「共生」というキーワードは、近年ことに注目され、「共生」に対する意識も高まりを見せて
いる。それに伴って何かに「役立ちたい」という人々の願いも市民を中,ｕに拡大し、無論子ども
にもこうした意識は広がりつつあり、「人に役立ちたい」という思いを多くの子どもが抱いてい
る。ただ、「役立つ」ということば自体が、他者を見下したり、おごったりするという意識を含
意する場合もあろう。そのような自分自身に気づかず、他者への理解が不十分なままでは、子ど
もの思いが、本当の意味で社会に貢
献し、世界（地球）市民としての資
質を培うことにつながるとは言い難‘年'組総合学習年間ﾌﾟﾗ〉《態剰の果てなき族いと考える。そこで、この単元で
'よ、身体に障害のある人々との交
流、今までの自分にはない、環境に
対する視点に接する活動を通し、子
どもがこれまで考えてきた「役立
つ」ことの意味を改めて問い直し、
再構築する場としたい。この総合学
習での活動が、子どもの「他者への
想像力」を伸長する囑矢となること
を期待している。したがって、子ど
もたちは「役立つ」ことの意味を常
に問いながら活動内容を判断し、計
画していくことになるが、一連の活動を通して、問題解決力、情報活用能力、企画力、コミュニ
ケーション能力、実践力などが向上していくことになろう。また、学級プランの最後では『役立
ちのホント見聞録』という形で子どもの思いの変容を表現することを予定している。
|｢個」の確立した姿に迫るために｜｜自己評価のポイント’
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主な活動と内容
５年時の学習を想起しながら今年の学級プランについて話し合う
く５年生の時の総合学習で出会った人はだれだったかな？＞
・視覚障害の人だった・点字の打ち方を習ったよ
く今年の学級プランはどんなことをしていきたいかな？＞
・人に役立つこと・環境に役立つこと
１
|①Ｉ 腰豆うどＷうて~とに｜
|対しての自分なりの｜
|思いを表現できる｜
'（自己達成評価）’「￣疫立つとはどういうことだろう
・困っている人を手助けすること・自然を美しい状態へと戻すことＬ－－－－－－－－－－
＜体に障害のある人がきたらあなたはどうしますか？＞
・お手伝いする・手をとってお招きする．．．etc、
２「役立つ」ということを見直す
○「Challenged（チャレンジド）」と交流する（本時） ｜交流した人に対して｜＜体に障害を持った方と交流しよう＞速手-本で粘土をこれるなんて信じられない仰が不自由でも夢は失わない生き方はすてきだな皀分彗鵬蝋・自分でボランティアもしているなんてすごいな、変に気をつかったり手を差し伸べることは役立つことではないこともあるんだ’①ＣＣＩ④｜｜計画に対する意欲を’’表すことができる’○環境保全に取り組む方と交流する Ｉ（自己達成評価）｜＜環境保全の大切さを広める人と交流しよう＞
・環境破壊がとても深刻ということをよくわかっているんだ.ゴミを拾うことが環境にやさしいとはかぎらないんだ
３クラスなりのテーマを持ち、交流し合う｜自分の掲げたテーマＩ
・役立つってもっと周りの人や環境を理解した上でないと独りよがりになることもあるんだな｜と方法について自分｜
＜6-1なりの役立つ活動プランを立てよう＞ ■①②③川苓:皀鶉勇二急)！・福祉グループ・・・相手の立場をよく考えて○○の活動をしていこう
・環境グループ・・・環境の事実をよく知った上で自分たちができる○○の活動をしていこう
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'2）単元設定について
単元計画（総時数６時間）
本単元は、前掲の総合プランの導入にあたる部分である。すなわち、子どもたちの総合学習に
封する思いや願いを明確にし、年間の学習の見通しを立てるという位置づけの単元である。
まず、子どもたちが今までやってきた総合学習で,ｕに残った活動を出し合いながら、今年一年
割の総合学習に対する思いや願いを交流し合うことにする。子どもたちは、昨年度出会った視覚
障害の方とのふれあいを思い出し、ボランティア的な何か役立つ活動に意識が向くことが予想さ
れる。そこで、今回はその子どもの意識を高めるために、失語症で半身不随という障害を持った
/|本で、陶芸の道を歩み続ける方を学校に招いたり、環境保全に力を注いでいる方との交流から、
その方々の夢や思いを感じとるようにしていきたい。また、その方自身のボランティア活動の具
体的な事実を矢ﾛ１１、人に役立つ活動に対する意義を再認識するとともに、活動に向けての意欲を
高め、自分なりにできることを見つけるようにしていきたい。その上で、今年一年間、総合学習
で追求していきたい自分なりの役立つ活動のテーマを持つことができるようにし、学級独自の
「活動『プラン」を立案できるようにしたい。これらの活動を通して、人や環境にやさしい活動の
尊さに気づくことや学級独自の活動プラン作成にあたっての企画力、表現力、情報活用能力（発
動する力や見通す力）を培っていきたいと考える。
「個」の確立した姿に迫るために
①一人一人が自発的に「役立つ」活動プランが持てるような場の設定を工夫する
子どもたちが持つ「役立つ」活動に対しての考え方をゆさぶり、彼ら自身が「役立つ」という
ことの意味を見つめ直すきっかけとして、失語症で半身不随の方との陶芸を通した交流や、環境
ボランティアをしている方との交流の場を設定する。子ども達の考え方とは異なる価値観を２人
のゲストの方に話してもらい、子ども達が「役立つ」活動の意義や大切さについての考えを深め
るようにしていきたい。この場で得た驚きや感動が、年間の活動を自発的に考え、実践していく
上で大きな原動力になると考えている。
②プランの見通しが持てるように自分の思いや考えの表現を促す
障害を持った方や環境ボランティアの人々との交流を通して抱いた素朴な驚きや感動、ショッ
プを授業ごとにカードに記録し、その思いを素直に全体の場に発言の形で出すように促したりす
ることで、自分のこれからの「役立つ」活動の方向性に気づくきっかけにしていきたい。
③子どもの役立つ活動に対する思いや願いの共有化を図Ｕ自分のプランの再構築を図る
子どもの役立つ活動に対する思いや願いは、個々それぞれ違うものとなろう。障害を持った方
』つ環境保全に力を注いでいる方との出会いから生まれた自分な')の役立つ活動に対する思いや願
いを自由に交流する場を設けたり、自分たちの活動の計画を交流し合う場を設けることにより、
「役立つ」活動そのものを見つめ直し、学級全体の活動計画の立案へとつなげていきたい。
④自己評価活動で自分の立案したテーマのよさの自覚を促す
役立つ活動に対する思いは常に授業の終わりにプリントに書き留めたI)、各自の思いを載せた
座席表を配布し、それらを見つめ直すことで個々の役立つ活動に対する思いや追求していきたい
千一マについて自己評価ならびに相互評価へとつなげていきたい。そうすることで、子ども自身
爪自分な')に追求していくテーマを明らかにし、それを追求する過程において、自己の高まり
に気づき、自覚することへとつながっていくことになると考える。
(3)本単元における授業の実際と考察
本単元では、真蟄に福祉や環境を見つめ、実践しているゲストを招いた。以下、ゲストとの出
会いによって、子どもが「役立つ」ということに対する新たな視点を得、これまでのイメージや
認識を自ら見つめ直し、再構成する過程を考察する。考察にあたっては、主に、抽出児（Ａ～Ｆ
兄の６名）の自己評価（ふり返'）カード）の変容を中ｕに進めることとする。抽出にあたって
は、閲ｕの方向（環境・福祉）、「役立つ」ことに対する意識の程度の２点を考慮した。
Ａ児（女）→福祉に関心自分の思いをしっかり持つＢ児（男）→環境に関心論理的な思考に優れる
Ｃ児（女）→福祉に関心正義感が強いＤ児（男）→福祉に関心感覚的に捉える
Ｅ児（女）→環境に関心安易な実践に疑問Ｆ児（男）→環境に関心実践を重視
－１３０－
￣Ｊ－－－Ｊ－－１単元の実際，５年時の学習を想起しながら｜
今年の学級ﾌﾟﾗﾝについて話引合う
戸二吏鰯鰯雲亘出会謬皿
｜・視覚障害の人だった；､点字の打ち方を習ったよ
く今年の学級プランはどんなこと｜|=欠鰯苣奎な?〉｜|驫騨鑿二二雪㈲|
に瀧鞍て迷｜
｜、汚いことはあまりしたくない
｜・いくらゴミ拾いしても、またＴ捨てる人がいるから同じこと
■の繰り返しになる
’．何もしないよりはいいと思う
く役立つってどういうことなのか
｜な＞
■・困っている人を手助けする
■・自然を守ること
｜・自分も相手も満足したり喜ん
’だりできる
１．環境は場所を､福祉は心を、
｜どちらも「きれいにする」こ
’とでつながっている
｜・「元気になる、気持ちよくな
’る」ことでもつながっている
①「役立つ」ってことは？
「－－－－－－－－一一－ローロー－－－－－－－－－－－--.---－－~－－－－-－－－－~~~￣-－－－－~－－－￣￣~---~'~~￣－－~~－－￣~－－￣~~~~=￣~~~￣~￣-----｜役立つということに対しての自分な')の思いを表現できる｜
（自己達成評価）ｉ
子どもが持つ「役に立つ」というイメージは、具体的な活動
（ゴミ拾い活動、福祉施設への訪問など）を前提としており、そ
れを達成することが「役立つ」ことと直結していた。
しかし、中には、早急な活動の実施に疑問を呈する子、本当は
汚い、面倒だと思っている子など、それぞれの内面で、認識の相
違、意識の温度差があることがわかった。
そこで、それぞれが「役立つ」ということをどのように捉えて
いるのかを話し合う場を設定した。まず、話し合いに先立って、
一人一人自分の思いを記した。主なものは次の通りである。
Ａ児：困っている人を助けて相手の人が喜び自分も満足すること
B児：無料で助けてあげること相手が喜ぶのを支えにしている人
Ｃ児：周りの人をイヤな気持ちにさせないこと
Ｄ児：みんなで協力し手助けをするお互いにうれしがること
E児：自分の意志で人が喜ぶことをし満足感を得ること周りが見て「すご
いなあ私もやってみようかな」と思えるようなこと
F児：自分も相手も「役立つことをしたしてもらった」と互いにそう感じ
ること’|恥皇三iLlliF手i~股==し二一註Iこしてl~－つl-LliLに－．１F｣処｜
このように、相手との関わりを意識しながらも無意識のうちに
自分本位に陥っているものや具体的な活動から抜けきれないもの
が少なくなかった。したがって、話し合いの中でも、「自分がし
たいこと」を主張する意見が中心となり、全体が福祉と環境に大
別され、互いに相容れない雰囲気が広がりつつあった。しかし、
次の発言が両方をつなげることとなったＪ
Ｇ児：福祉も環境も「,ｕをきれいにする」ことでつながっている
Ｈ児：相手に自分の気持ちを送って元気を出してもらう
Ｉ児：自分も相手も「元気になって気持ちよくなる」という部分
ではつながっている
全体での話し合い後、上記のＡ～Ｆ児のふり返りは次の通Ｉ)で
あった。
|~:|:jiil欝鰯NH拳lW1n1ijiW鰯三Ｉ
c児:環境も福祉もつながりがあることが分かった相手の気持ちを知って｜れないゴミ箱を作っても他人に壊されないか心配だ,児:環境も福祉も先に行動で表してか川分がや記ているこ±その心■元気づけたい少しでも楽しい気持ちになってほしいを広めていくことが役に立つことだと思います
5の１侘合＊■大テーマ「「役立つ』って、どういうこと？」５/１６
氏名（
１
１．ｒ役立つ』とも0うことについて、今の自分の思いを谷いてみよぶ
因小'５人十Jいんて（'るんの相菖炎'、の,てぁ(了にﾘ,あ､割云いＥして且力けTあけ',るごと注に思い封。ま値人刀':畳持ちr<生話できるｒう↓二．［のヰ
ｶﾄ９月うぐ包っていくようXJ二ヒヒするのｔ７Ｈ立乙という上呂ハ'ずＦ１･ドブTご倉らや*目今もＪ１ぃ鳧笥ら'三な`』溜足Ｔ３Ｔ・ｌＵｂ、ら,やろうと思って舞う
し仁エビ．
Ｅ児：環境グループも福祉グループも人に喜んでもらっていい気持ちに
なってほしいと思っていることにはかわりないんだなあと思いました
ＩＦ児：環境の活動は場所をきれいにして、福祉は人の心をきれいにするから
’－－両方とも人に役立つことｸﾞﾙｰﾌﾟＥＦ－Ｉ豆－１
２．このグループで「､上立つ」ってどういうこと？ ここでの話し合いで、子どもたちは相互に役立つことに対する
思いを表出した。それによって、福祉で役立ちたい子、環境面で
役立ちたい子、それぞれの思いや願いを共有する場ともなってい
たことが上記のふり返０にも表れている。この話し合いを通して
「役立つ」ことに対する子どもの認識には、相手の存在が常に意
識されていた。しかし、その他者への思いは、まだ型にはまった
既成概念的なものから脱してはいなかった。
・お年寄りと一緒に交流して、ふれあえば、喜んでくれる
・体の不自由な人のお世話をして喜んでもらう
・ゴミ拾いや掃除をして、公園や町を守る、間伐、植林をする
.''ミ拾い.植物ｎ＄１２話函ろ心しやうでん.”な上Wみんなひ桴うヰルＷ､そうし,，
町尅を泊’１Iこして月謝やすぐする
３，グループでの魅し合いで、活■も寺えましたわ。みんなと■し合ってみて、
「役立つ」ことのなどに対してや、活必に対して、思ったこと（思っていても■
えなかったこと）もちいてください．
'壬胃墳も巾誠上も人'二唇こんで屯らえろ、１１'気
持ちにロ、Ｔｌﾖし(’と恩っていろこ上は力､わｗｒ,]んに町よ'c１２，(Iヨレに,名ﾜ"'し-フ．i二Jr・てＫ'＝ィ受ウシコヒＩ３らbいら（し洲ばI’げこ'１
つ十JのⅢう７，ﾉｮﾋ,W,,,ﾌﾟﾚ雁．
図１ふり返りシート
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邑巽慨宝乞二蕊｜②自分の認識を見直す~ｹﾞｽﾄとの交流く菫瞳鰹妾二二鯨■藷鰍難期耀持ちY謹晟二惹字
◇障害を乗り越えて活躍する人(チヤレンジド）との交流を通して
子どもたちが、荒木田さんに役立つだろう、荒木田さんは喜ん
でくれるだろうと考えて行ったお出迎え。その行動に対する荒木
田さんの評価は子どもたちが思い描いていたものとはおよそ異な
るものであった。
脳溢血による右半身不随、失語症という障害を乗り越え、精力
的に活動する荒木田さんが「弱者としてみられ、特別扱いされた
くない」という強い信念を持った人であるということに子どもた
ちの想像は及ばなかったのである。
その後、車の運転、陶芸までをこなす荒木田さんに子どもたち
は一様に驚きを隠さなかった。左手一本で硬い粘土をこれること
がいかに大変かということを、身をもって感じる場も設定した。
その上で、障害を持ち、子どもたちの認識の中では「役立って
あげるぺき」存在であった荒木田さんが、体の不自由な子どもた
ちに陶芸を教えるボランティアを続けていることを知らせた。子
どもは、「みんなに助けてもらっているお返しで、人の役立つこ
とをして助けたいのでは…」と、ボランティアとしての荒木田さ
んの思いを想像した。しかし、荒木田さんが返したことばは次の
ようなものであった。
「陶芸をして、子どもたちと一緒に楽しみたい。役立とうとい
うのではない」
「１０人私のような障害者がいれば、８人はみんなが思っている
ように役立つことをしてほしいとおもつとる。でも２人は、
そんなこと考えていない、何もかもしてもらうのはイヤ」
事後のＡ～Ｆ児の振り返りは次のとお')であった。
|￣X１日Ｔ丙ZFi千大円壬（j二1泊１バーテiハスＬ田一テハテ主＝＋、÷’へ１－ニチニ1１
･荷物を持ってあげた
．障害物をどけて誘導した
．玄関のドアを開けた
.前を通らないようにした
．ダスを出した
.笑顔で話しかけた
.元気にあいさつした
.みんなでいくと大変だから
待っていた
自分たちの行動はどうだったかな？
・荒木?田'さんは、少し困った表
情で子どもたちの行動を評価し
た。大きく◎がついたのは／元
気虐声であいさつ」／Y笑顔で話
少し困った表１
A児：自分は相手がうれしがっていると思っていても荒木田さんのようjtj5X
にとっては差別されているように思われたんじゃないかと思った本当に相手がうれしくないと役立つってことじやないと思うB児:役立てたつもりでも人によってはそれが迷惑になってしまうことがあゴ
ーとが分かったつまり役立つためにはその人の意思状況を考慮し｜なくてはならない役立つことは難しい
c児:艦二鰯二三も二吉鰹馴1美蝿圭だ二二二悶塞と思いました一言声をかけて「持ちましょうか?｣などと聞けば￣かつたと思います人によって受け入れ方が違 と思いました
D児:荒木田さんはできることが多いけど同じ障害を持つ他の人にもできる’ことは見守ってできないことは手伝ってあげるE児:今まではとにかくいろいろやってあげれば相手にとって｢役立つ｣こと｜
言圭鰯糊こぐ童木星臺脆躯二膣蝋三と彗噸
んだなと思いました
鰹蕊;鎌嘉Ｉ
・ドアを開けるのは左手でもで
きる
．自分でできることは自分でし
たいからかも…
=蚤藤顯H:lEfX聡熊鰐酵織勲：て）すごい、驚いたゼ飯食べるのも歩くのも大変l意識が無意識のうちに含意されていることに気づいていた｡Ｅ児|も「普通の人と同じように」という表現で、同様のことに気づぃなのに…丑■鰯嚇言Ii1瀞劉ft繍蝋鞘
－１３２－
に正確、軽々、きれい
（自分たちも体験して）両手
でやってもあんなふうにでき
ないのに…
た。これらは、荒木田さんとの交流を通して、子どもが、体の不
自由な人（相手・他者）の立場から考えることができたことを示
しているといえる。しかし、その一方で、「できることはさせ
て、できないことをしてあげる」というような短絡的かつ自己優
越的な表現をしているものが散見されたことに対しては、実践に
入る前に、全体に返して考える場を持つ,必要性を痛感した。
子どもたちのふり返りには、荒木田さんとの出会いによって、
自分たちの認識が弱者に対する先入観に囚われがちだったことに
気づき、「役立つ」ということを見直そうとしている姿が表れて
いる。十把一絡げ的な視点から、個々の相手への配慮が大切であ
る点に目を向け始めたことが分かる。
1Iiiiiiliiiiiiliill1iniiijliilllllliillll
荒木田さんから陶芸を学ぶ
・後に、できあがった作品は、
′荒木田さんにも見てもらいた
いノという子どもたちの思いか
ら、一人一人のメッセージとと
もにビデオレターに収めて、荒
木田さんに届けた
◇環境の達人との交流を通して
子どもの意識改革の第２弾として、環境ボランティアに長年携
わっている久保さんを招いた。前述の体の不自由な人に対する認
識同様、子どもの環境に対する認識も、「町をきれいに、気持ち
よく」という、いわば生活環境の向上という側面が強いもので
あった。植林、森の手入れなどの意見も出ていたが、それも生活
環境の延長線上に位置づけられているものであり、いわゆる地球
規模の環境問題との関連性は弱い。したがって、子どもたちが環
境面から役立とうとする対象（相手）は、自分のごく身近な範囲
に限定されていた。
こうした子どもたちの実態から、久保さんには、切迫する地球
温暖化問題を軸に、地球環境の現状と思いがけない他者（家族）
とのつなが'）について話してもらった。Ａ～Ｆ児のふり返Ｉ）は次
の通りである。
6年生は合学■「役立ち冊のﾖ[てなき旅」＝５/２１
氏名（.,，）
◇宜妬に荒木田さんと捜し、お麓を、いてみて、「役立つ」ということについて虹
づいたことや匂えたことを空きましょう。
丸1ｺﾞ蒲た゛罪い/ミヒ,闘ってｂうこⅦうｔＷｗｒＭｌγたソ
しだゾハ'と･1t`荒木IHTルゴ君伶Ｆ7,,ナム:上'す
し値`｡と盲叩,ゴしにヤル〈|乱`ｆＶの'(1,Ｆ
キラリ,丁ﾒﾀ､…ここ1E'ｗ,相牛の傷そ冗
路jtW掴鋤も卜す(す,三人ｊし鯵たう'二毛人。
［思いゴア．ミノｈ力'６、扇モフγだいてす．
’図２荒木田さんとの交流後のふり返り
難鯨蝋二二iii±交流しよう＞
ばつ０つＯ上
講話の主な内容
I・南極の氷がどんどん輝けていっ
ている
・湖が干上力fって取り残されたた
くさんの船→人間の意識の低さ
|,CO2の増加、オゾン層のmlir壊､核家族化など家族形態の変化［，よって、現前となった問題 このように、久保さんの話しから、子どもは、抜き差しならない地球環境の現状と、福祉問題、環境問題両方のカギとなる家族
の在り方に目を向けていることが分かる。
Ｂ、Ｃ児は、実践に際しても外向きな活動だけではなく、まず
自分自身の足元を見直す活動に注目し「家族の大切さに気づく」
し錨蝋ﾅﾆ蕊嚇し｜
’ていぐととが大切
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｜「ゴミ拾いだけでなく」いう表現で、活動＝役立つという図式の
1安直さを指摘した。またＢ児は、「役立つ」ということを考える
上で、現状把握、データなど、「原因を見つめ、答えを探す」と
'1獺鍵溌F綴:鱗:廷
|践に対して、改めて更なる意欲を書き記した。Ｆ児は、これまで
|の自分の考えを自省した上で実践への慎重な態度を表していた。
｜以上のことからも、子どもたちは、両ゲストとの交流から、白
|分なりに役立つことに対する認識を広げ、それを今後の実践への
意欲につなげることができたといえる。したがって、荒木田さん
や久保さんとの出会いを設定したことは、子どもの「役立つ」と
いう認識を揺さぶり、一人一人がその意味を問い直して再構築す
る場として効果的であったといえよう。加えて、子どもの実践意
識に対しても、大きな外的誘因を与える効果があったといえる。
環境問題と福祉問題はつながっていた
灯台手■、立ち庇uの某てな、（８月J〕日）‐
１．:竺召…
F1幻
③今後のプランを計画する
自分の掲げたﾃｰﾏと方法について自分なりに自省できる
’－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－(自己客観的評価）｜
単元の実際の欄に記載したとおり、活動プランは、まだ完結し
たものではなく、具体`性を欠いた脆弱なものである。しかし、各
グループとも、単に自分たちがやりたい活動を、というのではな
厘了Ｐ
ツミムＬコ且〃Ｊ弍止〔〃医刀
図３久保さんとの交流後のふり返り
３クラスなりのテーマを持ち交
流し合う
く6-1なりの役立つ活動プランをｌ〈、どういう活動が本当に此要なのか、現状や実態を調ぺ、問題｜立てよう＞自分の足元からだんだんと外.蝋!;議蝋溌繍識、福祉グループ……－１－鄙,1螢…|計画に盛り込まれたとしても､単元の最初に出されていたそれと広がっていこう した話し合いが行われていた。今後、ゴミ拾い、施設訪問などが計画に盛Ⅲ込まれたとしても、単元の最初に出されてい
は、子どもたちの意識においての位置づけ、意味合いが大きく異
なるものであろうことは想像に難くない。
・福祉問題について、現状を調べ
よう
Ｄ環境グループ
J1蕊醗:騨震噛蝋子どもたちは役一の意義を自分…
つめることができた。相手（他者）の存在をとらえ直し、その立場から考えるということはどう
い､うことなのか、をそれぞれが問い直していたことがその証左となろう。「見つめる力」を培う
方.法として、記述式の自己評価を用いた。その中で、毎回「役立つ」ということの意味を見つめ
続けたことが、単元を見通す視点とな')、環境や福祉に対する自分の視野、認識の幅を広げるこ
とにつながった。と同時に、そうして考えを深めている自分の姿を確認することにもなったと考
える。また、こうした個々のふりかえ|）を全体に返す場の設定や、全体でまたグループ毎で意見
交換を行う場の設定が、それぞれの考えや願いを共有し、深め合う「ネットワークする力」を培
う場となっていたと考える。しかし、各グループの活動計画において、自分たちの行動がどう他
者と関連していくのかが暖味な部分もあり、他者とのつながりの具体的なイメージを持つことが
できる配慮、支援が'必要であったと考える。
「見通す力」、「発働する力」については、この単元での実際に行動を計画し、実践する次単
元でこそ発揮される力であろうと考える。ただ、これからの活動計画の概容を鑑みても、子ども
がこの単元を通して、「役立つ」ことに対する認識を見直し、自分たち自身の足元に目を向け始
|かたことは、次単元を見通し、新たな「発働」の方向を示唆するものと言えよう。またこのこと
|j、冒頭で示したような「役立つ」ということばに含意されがちな「他者に対するおごり」を子
どもか無意識のうちに抱いているのではないかという懸念も、認識の上では払拭したことを示し
ていると捉えられる。
しかし、現実に実践の場において、子どもが今後それをどのように生かしていくのか、いかな
６形で他者とのつながりを見出そうとしていくのかが問われるであろう。この単元での自己評価
を活動の指針・基盤として、その都度確認する形で生かすようにしていきたい。
－１３４－
